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はじめに

国立科学博物館附属自然教育園は，東京都港区白金台と品川区上大崎長者丸にまたがる，およそ20

ヘクタールの自然林を基盤として昭和24(1949)年に国立自然教育園として発足した。明治時代には

陸海軍の火薬庫が置かれ，大正 6(1917)年からは皇室の白金御料地となっていたが，戦後，国の天然

記念物の指定を受けるとともに，自然教育と保護保存に関する研究のための機関となり ，昭和37

(1962)年に国立科学博物館に併合されて現在に至っている。

平成10(1998)年度より 3年間，生物相の調査が行われ，その一環として蛾類相の調査を行ったの

でこ こに報告する。なお，採集した蛾類の標本資料はすべて国立科学博物館動物研究部に保存して

ある。

本文に先立ち， この調査を企画し，蛾類調査の機会を与えられ，調査の便宜をはかっていただいた

自然教育園の矢野亮氏，久居宜夫氏ほか職員諸氏に深く感謝する。また，一部の種の同定は，農業環

境技術研究所の安田耕司博士，鹿児島大学の坂巻祥孝博士，九州大学の坂井誠氏， 北海道大学の杉島

ー広氏にお願いした調査にあたっては東京都立大学の山崎柄根博士が同行されたこともある。東

京医科歯科大学の篠永哲博士には，双翅目用のライトト ラップに入った蛾を回収していただいた。入

間市の井上寛博士には，戦後間もない頃に自然教育園で春田俊郎氏が蛾の採集をしていた当時の こと

をご教示いただいた。また，国立科学博物館名営研究員の上野俊一博士には原稿を読んでいただいた。

ここに記して感謝の意を表する。

＊国立科学博物館 動物研究部. Department of Zoology, National Science Museum. Tokyo 

＊＊ 名城大学農学部動物学研究室，ZoologicalLaboratory, Faculty of Agriculture, Meijo University, 

Nagoya 

＊＊＊東京都立大学大学院理学研究科， GraduateSchool of Science, Tokyo Metropolitan University 
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1. 調査方法と調査地

灯火採集：大型の白幕の前にlOOWの水銀灯を 2個点灯し，飛来した蛾を採集した。ライトトラ ップ

の設置場所は水生植物教材園の中，またはその周辺。これに加えて，園内を 6Wの蛍光灯をつけて巡回

し，飛び出す蛾を採集している。また， これとは別に，双翅目用のライトトラ ップに入った蛾を回収

した。

糖蜜採集 ：黒砂糖をビールや酒類に溶かしたものを脱脂綿に浸して樹幹につけ，蛾を誘引した。水

生植物教材園の北東に隣接する 「森の小道」から武蔵野植物教材園を巡回するように設置した。

昼の採集 ：園内を巡回しなが ら飛び出す成虫を採集するとともに． 幼虫を探索し．飼育して成虫を

羽化させた。

調査日，採集時間（採集方法）．採集者

・1998年 9月 9日 昼および夜（灯火採集） 採集者 ：大和田 ・神保 ・山崎

・1998年10月 8日 夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・ 神保 • 山崎

・1998年12月17日 夜（糖蜜採集） 採集者：大和田 ・神保

・1999年 1月21El 夜（糖蜜採集） 採集者：大和田 ・神保

・1999年 2月18日 夜（糖蜜採集） 採集者：大和田・神保

・1999年 4月10日 昼および夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・有田 ・神保

・1999年 5月 7日 昼および夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・有田 ・神保

・1999年 5月28日 昼および夜（灯火採集） 採集者 ： 有田 • 神保

・1999年 6月11日 昼および夜（灯火採集） 採集者：有田 ・神保

・1999年 7月16日 昼および夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・有田 ・神保

・1999年 8月12日 昼および夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・有田

・1999年 9月 9日 夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・神保

・1999年10月 8日 昼および夜（灯火採集） 採集者：大和田 • 有田 ・ 山崎 • 神保

・1999年12月10日 夜（灯火採集と糖蜜採集） 採集者：神保

・2000年 2月10日 夜（糖蜜採集） 採集者： 大和田・神保

・2000年 3月12日 昼および夜（糖蜜採集） 採集者：大和田・有田

・2000年 4月13日 夜（灯火採集） 採集者： 大和田・神保

・2000年 5月26日 昼および夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・有田 ・神保

・2000年 7月 6日 夜（灯火採集） 採集者：大和田 • 神保

・2000年 9月 1日 昼および夜（灯火採集） 採集者：有田 ・神保

・2000年10月18日 夜（灯火採集） 採集者：大和田 ・神保 ・山崎
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2. 自然教育園の蛾類目録

目録中． 著者ら以外による採集記録には，採集者をカ ッコ内に示した。また． 注記にある皇居の記

録は．すべて大和田ほか (2000)による。

コウモリガ科 Hepialidae 

1 . コウモリ ガ Endoclytaexcrescens (Butler) 

ld"', 8. X. 1999. 

モグリチピガ科 Nepticulidae 

1 . シイモグリチビガ Stigmellacastanopsiella (Kuroko) 

1早， 11.VI. 1 999. 

2 . Gen. et sp. 

1 .'f, 11. VI. 1 999. 

皇居から記録されたモグリチビガの未同定種と同種である。

ヒゲナガガ科 Adelidae 

1. ホソ オビヒゲナガ Nemophoraaurifera (Butler) 

6ざ2-9-,7. V. 1999: 2ざ.26. V. 2000. 

ムモンハモグリガ科 Tischeriidae 

1 . Gen. et sp. 

2cf', em. 10. IV. 1999. exヒサカキ Euryajaponica; 2全 em.14. IV. 1999, exヒサカキ Eurya

japonica; 2 cf'1早，em.15. IV. 1999, exヒサカキ Euryajaponica: 4況 em.8. V. 1999, exヒサカキ

Eurya japonica; 4ざ 1 ~ . em. 10. V. 1999, exヒサカキ Euryajaponica. 

皇居から記録された未同定種と同種である。ヒサカキによく見られた。

ミノガ科 Psychidae 

1 . チャ ミノガ Eumetaminuscula Butler 

lざ，em.16. VI. 2000, exヒサカキ Eurya ;aponzca. 

ヒロズコガ科 Tineidae 

コクガ亜科 Nemapogoninae 

1 . Nemapogon sp. 

l況 11.VII. 1999. 

フサクチヒロズコガ亜科 Myrmecozelinae

2. マダラマルハ ヒロズコガ Gapharaconspersa (Matsumura) 

1牟，6.VII. 2000. 
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ツマオレガ亜科 Erechthiinae 

3. ウスモンツマオレガ Erechthiassphenoschista (Meyrick) 

lざ， 16.VII. 1999. 

メンコガ亜科 Hieroxestinae 

4. モトキメンコガ Opogonathiadelta Meyrick 

lex .. 6. VII. 2000 (篠永）．

亜科未調査

5 . Eudarchia sp. 

ld"'. 16. VII. 1999. 

6 . Eumasia sp. 

1 o', 16. VII. 1999. 

1 . Caloptilia sp. 

lざ， 16.VIL 1 999. 

2 . Gen. et sp. 1 

ホソガ科 Gracillariidae

Gracillariinae 

lざ， em.23. V. 1999, exスダジイ Castanopsiscuspidata var. sieboldii; 2早， em.27. VI. 2000, ex 

スダジィ Castanopsiscuspidata var. sieboldii; 2<:f", em. 27. VI. 2000, exスダミ々 ィ C/ astanopsis cuspidata 

var. sieboldii; 7ざ， em.29. VI. 2000, exスダジィ Castanopsiscuspidata var. sieboldii. 

3 . Gen. et sp. 2 

lex., 16. VII. 1999; lex., 12. VIII. 1999. 

Lithocolletinae 

4 . Acrocercops sp. 

2ダ， 23.IV. 1999. 

5. ハンノキンモンホソガ Phyllonorycterhancola (Kumata) 

ex I A/nus ;aponica; l牟， em.12. X. 2000, exハンノキ A/nusl~, em. 24. VI. 2000, ¥ンノキ

japonica. 

6. Phyllonoゥctersp. 

1孔 13.IV. 2000. 

Oecophyllembiinae 

7 . Eumetriochroa hederae Kumata 

lex., em. 7. IV. 2000, exキヅタ Hederarhombea. 

アトヒゲコガ科 Acrolepiidae 

1. チビカザリコガ Digitivalvahemiglypha Diakonoff et Arita 

4 d", 12. Vlll. 1999; 1~. 8. X. 1999; 1ダ， 1.IX. 2000. 

2. ネギコガ Acrolepiopsissapporensis (Matsumura) 
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lざ.23. IV. 1999; 4ざ， 7.V. 1999; lo', 11. VI. 1999; 4ざ.12. VIlI. 1999; 1 Si<. 8. X. 1999; 

lざ.1. IX. 2000. 

スガ科 Yponomeutidae 

クチブサガ亜科 Pleutellinae 

1 . コナガ Piute/laxylostella (Linnaeus) 

lざ3.'f.7. V. 1999; 1丞 28.V. 1999; 1ざ.9. IX. 1999; 1 !jl.. 13. N. 2000; 2o', 26. V. 2000; 

1.'f, 6. VII. 2000 (篠永）．

スガ亜科 Yponomeutinae 

2. マルギンバネスガ Thecobathraanas (Stringer) 

lex .. 8. X. 1998. 

3, ホソバコスガ Xyrosarislichneuta Meyrick 

. em. 5. . exマユミ Euonymussieboldianus. lo', 13. VI. 2000; 4ざ4!jl. VI. 2000 

ホソハマキモドキガ科 Glyphipterigidae 

1 . ナミホソハマキモドキ Glyphipterixsemiflavana Issiki 

lo', 11. VI. 1999. 

2. コホソハマキモドキ Glyphipterixalpha Moriuti et Saito 

lri"l .'f. 23. IV. 1999. 

3. カラカネホソハマキモドキ Glyphipterixgamma Moriuti et Saito 

1イ， 12.VIII. 1999. 

イラガ科 Limacodidae 

1 . ヒメクロイラガ Scope/odescontracta Walker 

1~. 4. VII. 1998 (矢野）； 1~ . 9. IX. 1999. 

2. テングイラガ Micro/eonlongipalpis Butler 

1 o', 28. V. 1999; 1ざ，12.VIII. 1999; 2ざ.1. IX. 2000. 

スカシバガ科 Sesiidae 

スカシバガ亜科 Sesiinae 

1 . シタキモモプトスカシバ Melittiainouei Arita et Yata 

3ざ， 16.Vil. 1999. 

午後4時頃に性フェロモン トラップに飛来した。

·• トスカシバ Macroscelesia;apona (Hampson) 2 モモフ

ld"', em. 18. 田.2000, exゴキズル Actinostemmalobatum; 1 -9-. em. 21. ill. 2000, ex. ゴキズル

Actinostemma lobatum; 1 d"', em. 24. ill. 2000, exゴキズル Actinostemmalobatum; 1 d"', em. 26. 田．

2000, exゴキズル Actinostemmalobatum; 1 -9-. em. 28. 田.2000, exゴキズル Actinostemmalobatum; 

1-9-. em. 31. 田.2000, exゴキズル Actinostemmalobatum. 



-256- 自然教育園報告 第33号 2001

ハマキモドキガ科 Choreutidae 

1 . コウゾハマキモドキ Choreutishyligenes (Butler) 

、 Broussonetiakazznoki. 1ざ， em.30. VII. 1999. exコウノ

2. ゴボウハマキモトキ・・ Tebenna mtcalis (Mann) 

2ざ.9. IX. 1998; lex., 6. VII. 2000 (篠永）．

マルハキバガ科 Oecophoridae 

ヒラタマルハキバガ亜科 Depressariinae 

1 . Agonoptenx sp. 

lざ， 13.N. 2000. 

2. ネズミエグリヒラタマルハキバガ A . crza ceram山sMeyrick 

3r:f",11.VI.1999; lr:f",12.V田.1999; 1 r:f". 6. vrr. 2000. 

3. Acria sp. 

lex .. 6. vrr. 2000. 

皇居から記録された Acria属の未同定種と同種である。

マルハキバガ亜科 Oecophorinae 

4. クロモンベニマルハキバガ Schiffermuelleriaimogena Butler 

1~. 26. V. 2000. 

5. ホソオビキマルハキバガ Cryptolechiamalacobyrsa Meyrick 

1 r:f". 16. vrr. 1999; 1 r:f". 6. vrr. 2000. 

6. シロスジベニマルハキバガ Promalactisenopisema (Butler) 

1 ~ . 28. V. 1999; 1紅牟，11.VI. 1999. 

Autostichinae 

7. ヒマラヤスギキバガ Autostichakyotensis (Matsumura) 

lr:f", 16. vrr. 1999; 1~. 12. VIll. 1999; llexs., 6. vrr. 2000 (篠永）．

ニセマイコガ科 Stathmopodidae 

1 . モトキマイコガ Stathmopodamoriutiella Kasy 

l牟， 12.V田.1999; 1早， 1.IX. 2000. 

クサモグリガ科 Elachistidae 

1 . Elachista sp. 

l牟， em.6. IV. 1999, exアスマネザサ Arundinariachino; 1 5?, em. 30. IV. 1999, exアズマネザ

サ Arundznarza chino; 1 r:f', 11. VI. 1999. 

ッツミノガ科 Coleophoridae 

1 . キクッツミノガ Coleophorakurokoi Oku 

2 !?-• em. 25. V. 1999, ex. ヨモギ Artemisiaprinceps. 
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ホソキバガ科 Batrachedridae 

ホソキバガ亜科 Batrachedrinae 

1 . ヤブミョウガスゴモリキバガ ldioglossapolliacola Sugisima 
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1 !?-, em. 22. VII. 1999, exヤプミョウガ Polliajaponica; 1ざ1!?-, em. 25. VII. 1999, exヤブミョ

ウガ Polliajaponica; 2 !j>.. em. 1. VIII. 1999. exヤブミョウガ Polliajaponica; 1 cl" 1年， em.2. VIII. 

1999,exヤブミ ョウガ Polliajaponica; 4早.em. 4. VIII. 1999, exヤブミョウガ Polliajaponica. 

最近記載された種で，皇居で採集された標本が模式標本となっている (Sugisima& Arita, 2000)。

自然教育園内でもヤブミョウガから多数確認されている。

1. Cosmopteガxsp. 

lざ， 9.IX. 1999. 

カザリバガ科 Cosmopterigidae 

Cosmopteriginae 

ススキキオビカザリバ Cosmopterixsublaetifica Kurokoに似るが，前翅の橙色部が内側の銀紋を越

え強く広がっている

2. カザリバ Cosmopterix/ulminellx Stringer 

1イ.7. V. 1999; 1ざ.28. V. 1999. 

3. ウスイロカザリバ Cosmopterixvictor Stringer 

3ざl牟， em.16. V. 1999, exクマザサ Sasaveitchii; lo', em. 16. V. 1999. exアズマネザサ

Arundinaria chino; 2 o', em. 18. V. 1999, exクマザサ Sasaveitchii: l況 em.19. V. 1999, exアズ

マネザサ Arundinariachino; l早， em.20. V. 1999, exクマザサ Sasaveitchii; 4 o'1 .'f, em. 21. V. 

1999,exクマザサ Sasaveitchii: 1ざ，em.21. V. 1999, exアズマネザサ Arundinariachino; lo' 

3 .'f. em. 22. V. 1999, exクマザサ Sasaveitchii; lざl.'f. em. 23. V.1999, exクマザサ Sasaveitchii; 

l況 em.8. VI. 1999, exアズマネザサ Arundinariachino; 3 o', 16. VIJ. 1999; 1孔 13.N. 2000: 

2exs .. 6. VIJ. 2000 (篠永）．

ヒゲナガキバガ科 Lecithoceridae 

1 . フタクロボシキバガ Scythropiodesissikii (Takahashi) 

1 cl'. em. 15. VI. 2000, exウワ‘
ゞべ

ミスサクラ Prunusgrayana. 

2. ゴマフシロキバガ Scythropiodesleucostola (Meyrick) 

l況 em.5. VI. 2000, exスダジィ Castanopsiscuspidata var. sieboldii. 

3 キベリハィヒゲナガキハ`ガ Homaloxestzsmyeloxesta Meyrick 

5exs .. 6. VII. 2000 (篠永）．

4. カクバネヒゲナガキバガ Lecitholaxathiodora (Meyrick) 

2c?'. 11. VI. 1999; l況 8.X. 1999; 1 ~. 6. VII. 2000: 1 lexs .. 6. VII. 2000 (篠永），

キバガ科 Gelechiidae 

1 . Monochroa sp. 1 
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1 o', 11. VI. 1 999. 

2. Monochroa sp. 2 

l牟， 26.V. 2000. 

3 . Teleiodes sp. 

自然教育園報告第33号， 2001

lo', 12. VIIl. 1999; 1早,26. V. 2000; 3早， 1.IX. 2000. 

日本未記録種である．

4. イプキチピキバガ Stenolechiabathrodyas Meyrick 

l早，28.V. 1999; 1虹 -9-,16. VII. 1999. 

5, ヤマモモキバガ Polyhymnopancratiastis (Meyrick) 

1ざ.em. 7. VI. 2000, exヤマモモ Myricarubra. 

6, ハイイロマダラノコメキバガ Faristeniafurtumella Ponomarenko 

1牟， 26.V. 1999; 1ざ1早， 28.V. 1999. 

コバ ・・Fansteniaomelkoi Ponomarenko 7. オメルコクロノ メキカ

l早， 12.V田.1999. 

8. コフサキバガ Dichomeガsacuminata (Staudinger) 

2ざ， 9.IX. 1998; 1牟,8. X. 1998; 1 -9-. 12. VIIl. 1999; 1ざ.6. VII. 2000. 

9. カバイロキバガ Dichomerispicrocarpa (Meyrick) 

l牟， 16.VII. 1999. 

10. ウスヅマスジキバガ Brachmiajaponicella (Zeller) 

1 o', 28. V. 1999; 2exs., 6. VII. 2000 (篠永）．

11. イモキバガ Helcystogrammatriannulella (Herrich-Schaffer) 

1ざ， 9.IX. 1998; 1ざ， 9.IX. 1999; 1ざ2-9-, 6. VII. 2000; lex., 6. VII. 2000 (篠永）．

12. Gen. et sp. 1 

lo', 16. VII. 1999. 

13. Gen. et sp. 2 

5牟， 16.VII. 1999. 

ハマキガ科 Tortricidae 

ハマキガ亜科 Tortricinae 

1 . ビロードハマキ Ceracexanthocosma Diakonoff 

l全 em.1. VI. 1999, exタブノ キ Machilusthunbergii. 

関東地方で分布拡大が見られる種である。束京都では皇居から記録されている。

2. アトキハマキ Archipsaudax Razowski 

l況 em.14. IV. 2000, ex. アオキ Aucuba ;aponica. 

3. クロシオハマキ Archipsperatratus Yasuda 

1イ， em.7. IV. 1999, exチャノキ Theasinensis; 1年，23.IV. 1999; 1孔 7.V. 1999; 1ざ,8. X. 

1999; 1 o', em. 22. ill. 2000, exタブノ キ Machilusthunbergii; 1早， em.24. ID. 2000. exアオキ

Aucuba japonica; 1ざ,26. V. 2000. 
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ビロードハマキと同じく，関東地方での分布拡大が顕著な種である。都区内では浜離宮（東京都南

部公園緑地事務所， 1987)および皇居の記録がある。

4. ミダレカクモンハマキ Archipsfuscocupreanus Walsingham 

lざ， em.8. V. 1 999, exエノキ Ce/tis sinens1s var. ;aponica; 1 o', em. 10. V. 1999, exエノキ

Ce/tis sinensis var. japonica; 1 o', em. 13. V. 1 999, exアオキ Aucubajaponica; 2ざ， em.13. V. 

1999,exエノキ Celtissinensis var. japonica; 1早， em.18. V. 1999, exアオキ Aucubajaponica; 1 

!?-, em. 20. V. 1999, exシモパ｀―ンフ Keiskea japomca; Io'1 !?-, em. 20. V. 1999, exスタンイ

Castanopsis cuspidata var. sieboldii; 1況 em.21. V. 1999, exネズミモチ Ligustrumjaponicum; 1ざ，

em. 21. V. 1999, exシモパシラ Keiskeajaponica; 1 !?-, em. 22. V. 1999, exサワフタギ Symplocos

chinensis f. pilosa; 1ざ， em.22. V. 1999, exミツバッツジ Rhododendrondilatatum; Iイ1!?-. em. 

22. V. 1999, exスダジイ Castanopsiscuspidata var. sieboldii; 1夕， em.23. V. 1999, exエゴノキ

Styrax japonica; 1 o'l !?-, em. 23. V. 1999, ex ドクダミ Houttuynia cordata; 1紅!?-,em. 23. V. 

1999,exスダジィ Castanopsiscuspidata var. sieboldii; 1 !?-, em. 24. V. 1999, exシロダモ Neolitsea

sericea; 1 o', em. 25. V. 1999, exシモバシラ Keiskeajaponica; 1 !?-, em. 25. V. 1999, exシロダモ

Neolitsea sericea; 1 !?-. em. 25. V. 1999, exスダジイ Castanopsiscuspidata var. sieboldii; 1 o', em. 

27. V. 1999, exミツバッツジ Rhododendrondilatatum; I況 em.27. V. 1999, exチャノキ Thea

sinensis: 1ざ3!?-,28. V. 1999; 1 !?-, em. 29. V. 1999, exシデ Carpinussp.: 1況 em.29. V. 1999, 

exスダジイ Castanopsiscuspidata var. sieboldii: 1 o', em. 29. V. 1999, exシロダモ Neolitsea 

sericea; lざ， 10.VI. 1999. exスダジィ Castanopsiscuspidata var.sieboldii; 1 o'2 !?-, 11. VI. 1999; 1 

o', em. 1. VI. 2000. exツバキ Camelliaspp.; 1牟.em. 4. VI. 2000, exツバキ Camelliaspp.; 1 !?-. 

em. 5. VI. 2000. exチャノキ Theasinensis; 1 !?-. em. 7. VI. 2000. exチャノキ Theasinensis; 24ざ

3 !?-, 6. VII. 2000 (篠永）．

5. オオギンスジアカハマキ Ptycholomalecheana (Linnaeus) 

2!?-. 7. V. 1999; 6ざ， 7.V. 1999. 

6. チャハマキ Homonamagnanima Diakonoff 

lo',7.V.1999; 1早， em.31. ill. 2000. exチャノ キ Theasinensis: l !?-, em. 11. IV. 2000, ex 

チャノキ Teasinensis; 1 !?-, em. 13. IV. 2000, exチャノキ Theasinensis. 

7. トビモンコハマキ Argyrotaeniacongruentana (Kennel) 

1 o', 23. IV. 1999; 3ざ3早， 7.V.1999; lo',16.VII.1999; 11か4!?-,16. VII. 1999: 1丞 6.VII. 

2000; 1ざ，1.IX. 2000. 

8. コホソス ジハマキ Argyrotaeniaangustilineata (Walsingham) 

lex .. 6. VII. 2000 (篠永）．

9. プライ ヤハマキ Aclerisaffinitana (Snellen) 

1 !?-, 9. IX. 1998. 

10. ナカジロハマキ Aclerisjaponica (Walsingham) 

1 o', 11. IX. 1999; 1 !?-, 6. VII. 2000. 

11. ウスアミメキハマキ Tortrixsinapina (Butler) 

ld",em.14. V.1999,exドクダミ Houttuyniacordata; I!?-. 28. V. 1999: 2早， 26.V. 2000. 
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12. ブドウホソハマキ Eupoeciliaambiguella (Hilbner) 

l孔 12.V皿 1999.

ヒメハマキガ亜科 Olethreutinae 

13. ヘリオビヒメハマキ Cryptaspasmamarginifasciata (Walsingham) 

lざ， 8.X.1999; lo'l~.18.X.2000. 

14. クロサ‘カ クモ‘ヒメ キ Cハマ ryptaspasma trzgonana (Walsingham) 

5ざ，10.IV. 1999; lざ.23. IV. 1999; 2ざl牟,7. V. 1999. 

15. イグサヒメハマキ Bactrafurfurana (Haworth) 

2exs .. 8. X. 1998. 

16. ヤマモモヒメハマキ Eudemisgyrotis (Meyrick) 

1ざ.9. IX. 1999; 30'4牟.em. 6. VI. 2000, exヤマモモ Myricarubra; 3r:f'l~. em. 7. VI. 2000, 

exヤマモモ Myricarubra; l ざ 2~. em. 8. VI. 2000, exヤマモモ Myricarubra. 

17. マユミヒメハマキ Neostatherotisnipponica Oku 

lざl早，7.V.1999; lo', 11. VI. 1999; 1況 em.14. VI. 1999, exコブシ Magnoliakobus; lざl早，

em. 22. VI. 1999, exコプシ Magnoliakobus; lざ，16.VI. 2000. 

18. キマダラムラサキヒメハマキ Aterpiaflavipunctana (Christoph) 

1 o'. 11. VI. 1999. 

19. グミオオウスツマヒメハマキ Hedyaauricristana (Walsingham) 

l丞 em.4. VI. 2000, exナッグミ Eleagnusmultiflora; lo', em. 7. VI. 2000, exナッグミ Eleagnus

multiflora; l ざ 2~ , em. 8. VI. 2000, exナッグミ Eleagnusmultiflora. 

20. ナカオピナミスジキヒメハマキ Pseudohedyagradana (Christoph) 

1~ . 11. VI. 1999; 20', 16. VI. 2000. 

21. コクワヒメハマキ 0/ethreutesmorzvora (Matsumura) 

1ざ,11. VI. 1999; 1~, 16. VIL 1999. 

22. クリオビクロヒメハマキ Rudisociaガavelutina (Walsingham) 

l況 11.VI. 1999. 

23. ツマジロクロヒメハマキ Endotheniabanausopis (Meyrick) 

1早， 9.IX. 1998. 

24. ミエヒ メハマキ Lobesiamieae Kawabe 

lざ.1. IX. 2000. 

25. スイカズラホソバヒメハマキ Lobesiacoccophaga Falkovitsh 

lざ.9. IX. 1999. 

26. Lobesia sp. 

1 o', 28. V. 1999. 

27. セモンカギバヒメハマキ Ancy/ismandarinana Walsingham 

lざ.13. IV. 2000. 

28. Ancy/is sp. 

lo', 16. VII. 1999. 



29. Enarmonia sp. 

30', 28. V. 1999. 
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30. キカギヒメハマキ Rhopalovalvapulchra (Butler) 

2イ， 7.V. 1999. 

ー ハマキ Epinotiaulm1cola Kuznetzov 31. ーレコヒメ

lo', 28. V. 1999; lOo'l'f, 28. V. 1999; 3ざ5年， 26.V. 2000. 

32. クロマダラ‘ ロヒメハマキ Ep・ . ン motiaexqu1s1tana (Christoph) 

lo'4'f. 28. V. 1999. 

33. Zeiraphera sp. 

20', 16. VI. 2000. 

34. ネグロヒメハマキ Gypsonomadealbana (Frolich) 

1'f, 9. IX. 1998. 

35. マットビヒメハマキ Grav1tarmatamargarotana (Heinemann) 

lざ.13. IV. 2000. 

36. スギヒメハマキ Epiblemasugii Kawabe 

1'f. 26. V. 2000. 

37. クロネハイイ ロヒメハマキ Rhopobotanaevana (Hubner) 

1 o', 6. VI. 2000. 

38. ニセマメサヤヒメハマキ Matsumuraesesfalcana(Walsingham) 

1 o', 11. VI. 1 999; 1'f. 6. VIl. 2000. 

39. ヨツス ジヒメシンクイ Grapholitadelineana (Walker) 

-261-

1 o'1牟， 9.IX. 1998: 2 o'1'f, 28. V. 1999; 2 o'1'f, 28. V. 1999; 1 o', 26. V. 2000; 3ざl'f,1.

IX. 2000. 

40. Grapholitini, gen. et sp.1 

l牟，16.VIl.1999; 1ぬ 'f.12. VIll. 1 999: 2'f, 1. IX. 2000. 

41. Grapholitini, gen. et sp.2 

1夕， 28.V. 1999. 

42. Grapholitini. gen. et sp.3 

lo', 7. V. 1999. 

43. Grapholitini, gen. et sp.4 

l早， 28.V. 1999. 

44. Grapholitini, gen et sp.5 

l牟.1. IX. 2000. 

45. Grapholitini. gen. et sp.6 

4ざ5牟.em. 15. III. 1999, exスダ`，.ィ Cン, astanops1s cuspidata var. sieboldii. 

46. クララシンクイガ Fulcriferaorientalis Kuznetzov 

lex .. 9. IX. 1998. 

47. ヨツメヒメハマキ Cydiadanilevskyi (Kuznetzov) 
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2ざ,9. IX. 1998; 2丞 1.IX. 2000. 

49. サンカクモンヒメハマキ Cydiaglandicolana (Danilevsky) 

2 !j2, 9. IX. 1998. 

50, シロツメモンヒメハマキ Cydiaamurensis (Danilevsky) 

2ざ3早,12. Vlll. 1999. 

マダラハマキガ亜科 Chlidanotinae

51. オオナ：：：モ‘マダ―フハマキ Charitographamikadonis (Stringer) 

11 a'2 -'i2, 11. VI. 1 999. 

園内の薄暗い林床で昼間多く見られた。自然教育園では1952年の調査でも確認されている。この

ほか．都区内では皇居から記録されている。

52. Lopharcha sp. 

2-'f, em. 24. V. 1999, exシロダモ Neolitseasericea; 3 !j2. 13. IV. 2000; 1ざ,16. VI. 2000. 

日本から記載されたスジケマダラハマキ Lopharchapsathyra Diakonoffによく似るが．前翅の地

色が緑色を帯びるので sp.として扱った。

ニジュウシトリバガ科 Alucitidae 

1 . ニジュウシトリバ Alucitaspilodesma (Meyrick) 

l早， 6.VII. 2000. 

シンクイガ科 Carposinidae 

1 . Commatarcha sp. 

lex .. 6. vn. 2000 (篠永）．

マドガ科 Thyrididae 

マダラマドガ亜科 Siculodinae 

1 . マダラマドガ Rhodoneuravittula Guenee 

lざ， 6.VII. 2000. 

ツトガ科 Crambidae 

ヤマメイガ亜科 S copanmae 

1. スジボソヤマメイガ Eudoniamicrodontalis (Hampson) 

1~ , 6. VII. 2000. 

ットガ亜科 Crambinae 

1. ハイイロエグリットガ Glaucocharismoriokensis (Okano) 

1~. 28. V. 1999. 

2 モ‘チビットガ M./ zcrochilo znexpectellus Bleszynski 

lざ， 12.V田.1 999: 1~, 8. X. 1999. 

3. ニカメイガ Chilosuppressalis (Walker) 
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1 !?-, 7. V. 1999; 2 !?-, 6. VII. 2000; 1 !?-, 6. VII. 2000. 

4. シロットガ Calamotrophapaludella (Hubner) 

1 o', 9. IX. 1998; 1 o', 9. IX. 1999; 1丞 1.IX. 2000. 

沼沢地および河川を代表する種の一つ。東京都区内でも河川敷を中心に記録があ り．皇居か らも記

録されている。水生植物園で見られた。

5. シロスジットガ Crambusargyrophorus Butler 

1 !?-, 28. V. 1999; 1ざ， 11.VI. 1999; 1早,16. VII. 1999; 1況 1.IX. 2000. 

6. シバッ トガ Parapediasiateterrella (Zeller) 

3!?-,9.IX.1998; ld",8.X.1998; 20',9.IX.1999; 2況 8.X. 1999; 1 !?-, 26. V. 2000; 3ざ， 6.

VII. 2000; lex., 6. VII. 2000 (篠永）； 2 o'. 1. IX. 2000. 

7. ットガ Ancylolomiajaponica (Zeller) 

lo'.9.IX.1998; 1ざ， 7.V. 1999; 1ざ2牟,1. IX. 2000. 

ノメイガ亜科 Pyraustinae 

8. ハイマダラノメイガ Hellulaundalis (Fabricius) 

1 o', 1. IX. 2000. 

9. コガタ シロモンノメイガ Piletocerasoda/is (Leech) 

1 !?-, 28. V. 1999. 

Su etula sun1desal1s Walker 10. シロスジエグリノメイガ f 

1 o'. 6. VII. 2000. 

11. ミッテンノメイガ Mabracharonialis (Walker) 

lざ， 6.VII. 2000. 

12. シロオビノメイガ Spoladea recurva/1s (Fabricius) 

1 o', 9. IX. 1998; 2ざ， 8.X. 1998; 1 !?-. 9. IX. 1999; 1 !?-. 1. IX. 2000; 2況 18.X. 2000. 

13. アヤナミノメイガ Eurrhyparodesaccessalis (Walker) 

lざl早，28.V. 1999; 1 !?-, 16. VII. 1999; 1 !?-, 12. VIIl. 1999. 

14. マタス--・ノメイガ Pagyda quinquelineata Hering 

1 !?-, 9. IX. 1998. 

15. ヨスジノメイガ PagydaquadガlineataButler 

1 o', em. 24. VI. 1999, ex. ムラサキ ｀ プ C . ンキ allzcarpa ;aponica. 

16. キンスジノメイガ Dauliaafralis Walker 

30',9.IX.1999; 1早， 1.IX. 2000. 

1 7. コプノ メイガ Cnaphalocrocismedinalis (Guenee) 

1 o'. 9. IX. 1998; 1 o'1 !?-. 8. X. 1998; 1 o', 18. X. 2000. 

18. ハネナガコプノメイガ Cnaphalocroc1s pilosa (Warren) 

2 o'1 !?-, 9. IX. 1998. 

19. シロテンキノメイガ Nacoleta commixta (Butler) 

1 o'1牟,9. IX. 1998; 1況 7.V. 1999; 1 o', 28. V. 1999; 3早.16. VII. 1999; lo', 12. VIIl. 1999; 

20', 6. VII. 2000. 
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20. ヒメクロミスジノメイガ Omiodesmisera (Butler) 

2況 9.IX. 1998: 2'f, 16. VII. 1999: 1 o'1'f, 6. VII. 2000. 

21. オオキノメイガ Botyodes princzpalzs Leech 

2ざl牟，9.IX. 1998; 2-<?. 16. VII. 1999: 1'f. 6. VII. 2000; 2o'2'f, 18. X. 2000. 

22. タイワンウスキノメイガ Botyodesdiniasalis (Walker) 

lo', 9. IX. 1998: lo', 9. IX. 1999. 

23. ウスイロキ‘ノメイカノゞ Pleuroptyapunctzmargznalis (Hampson) 

1'f, 9. IX. 1998. 

24. マエアカスカシノメイガ Pa/pitanigropunctalis (Bremer) 

2年， 7.V. 1999; 2ざ， 28.V. 1999; 1ざ， em.24. VI. 1999. exネズミモチ ・Lzgustrum ;aponicum; 

l'f. 16. VII. 1999: lo', 9. IX. 1999: 1牟， 22.II. 2000 (矢野）； l'f, 13. IV. 2000; 1年.26. V. 2000: 

lざ3'f.6. VII. 2000; 1'f, 6. VII. 2000; 1早， 18.X. 2000. 

25. ヒメシロノメイガ Pa/pita inusitata (Butler) 

20', 9. IX. 1998; 2-<?. 18. X. 2000. 

26, ツゲノメ イガ Glyphodesperspectalis (Walker) 

1'f, 28. V. 1 999; 1'f, 9. IX. 1999. 

27. シロマダラノメイガ Glyphodessp. 

1'f. 1. IX. 2000. 

28. マメノメイガ Maruca vztrata (Fabricius) 

2ざ3'f.9. IX. 1998; 1'f, 9. IX. 1999; 3ざ， 18.X. 2000. 

29. ワモンノメイガ Nomophilanoctuella (Denis et Schiffermuller) 

1'f. 9. IX. 1998: 1早， 8.X.1998:2!?.7.V.1999: 1ざ.9. IX. 1999: lざ， 6.VII. 2000; 20', 18. 

X. 2000. 

30. アカウスグロノメイガ Bradina angustalzs Yamanaka 

1'f, 6. VII. 2000. 

31. クロオビクロノメイガ Herpetogramma lzcarszsalis (Walker) 

1'f, 18. X. 2000. 

32. マエキノメイガ Herpetogrammarudis (Warren) 

4ざ3'f,9. IX. 1998; 1 o', 12. VIIl. 1999; 1牟.9. IX. 1999. 

33. モンキクロノメイガ Herpetogramma luctuosalzs (Guenee) 

1'f, 9. IX. 1998; 1'f, 6. VII. 2000 (篠永）．

34. キアヤヒメノメイガ ' Dzasemza accalis (Walker) 

lo'. 9. IX. 1998; lo'l'f, 8. X. 1998; 1ざ， 9.IX. 1999. 

35. タテシマノメイガ Scleroconaacute/la (Eversmann) 

l牟，16.VII. 1999. 

36. アワノメイガ Ostriniafurnacalis(Guenee) 

10'3早， 7.V. 1999; 3ざ， 28.V. 1999. 

37. クロモンキノメイガ Udeatestacea (Butler) 
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l牟， 7.V. 1999: lrl', 9. IX. 1999; lrl', 6. VII. 2000 (篠永）．

38. トモンノメイガ Pyraustalimbata (Butler) 

15?-, 9. IX. 1998. 

ミズメイガ亜科 Nymphulinae 

39. ヒメマダラミズメイガ Elophilaturbata (Butler) 

1 5?-, 9. IX. 1999. 

シマメイガ科 Pyralidae 

ツヅリガ亜科 Galleriinae 

1 . コハチノスツヅリガ Achroiagrisella (Fabricius) 

lイ， 11.VI. 1999. 

シマメイガ亜科 Pyralinae 

2. トピイロシ メイカマ ・・Hypsopygiaregina (Butler) 

2ex., 6. VII. 2000 (篠永）．

ンンマメイカ3. フタス---ヽ Orthopygia glaucinalts (Linnaeus) 

l牟，7.V. 1999; 1 !jl., 26. V. 2000; 1牟， 6.VII. 2000; 1ざ， 6.VII. 2000 (篠永）．

4. カバイロトガリメイガ Endotrichatheonalis (Walker) 

lざ2!?-,28. V. 1999; la', 6. VII. 2000 (篠永）．

5. ウスベニトガリメイガ Endotガchaolivacealis (Bremer) 
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1 cJ"'1早， 28.V. 1999; 7cJ"'. 12. VIII. 1999; lcJ"', 9. IX. 1999; 2早， 26.V. 2000; 1紅牟.6. VII. 

2000; 1ダ， 1.IX. 2000. 

マダラメイガ亜科 Phycitinae 

6. チビマエジロホソマダラメイガ Assarahoeneella Roesler 

lcJ"',9.IX.1999: 1孔 1.IX. 2000. 

7. マエジロクロマダラメイガ Assarafunerella (Rago not) 

3イ， 28.V. 1999. 

8. ナカキチビマダラメイガ Pseudocadracuprotaeniella (Christoph) 

1 cJ"'. 11. VI. 1999. 

9. マエジロホソマダラメイガ Phycitodessubcretacellus (Ragonot) 

lざl牟， 9.IX. 1998; 2ざ.9. IX. 1999. 

10. ウスアカムラサキマダラメイガ Calguiadefigualis Walker 

1 !?-, 9. IX. 1998; 1ざ1!jl.. 6. VII. 2000. 

11 . Acrobaszs sp. 1 

l況 em16. VI. 1999, exエノ キ Celrissinensis; 1ざ,16. VII. 1999. 

12. Acrobasis sp. 2 

2ざ6!?-, 6. VII. 2000; 1 ex. 6. VII. 2000 (篠永）； 1 cJ"', 1. IX. 2000. 

12. トビマダラメイガ Samaria ardentella Ragonot 

2況 em.14. VI. 1999, exマユミ Eurya ;aponica. 
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13. マツアカマダ― .. n・ フメイカ ioryctna pryen Ragonot 

3d"l.'f. 6. VII. 2000. 

14. シロイチモンジマダラメイガ Etiellazinckenella (Treitschke) 

1 d", 9. IX. 1999. 

15. ネアカマダラメイガ Etielloidesbipartitellus Leech 

2d', 7. V. 1999; ld", 28. V. 1999; ld", 6. VII. 2000. 

トリバガ科 Pterophoridae 

カマトリバガ亜科 Pterophorinae 

1 . プドウトリバ Nippoptiliavitis (Sasaki) 

7ざ45?-,8.X.1999.

2. トキンソウトリバ Stenoptilodestaprobana (Felder et Rogenhofer) 

15?-. 8. X. 1999. 

カギバガ科 Drepanidae 

カギバガ亜科 Drepaninae 

1 . フタテンシロカギバ Ditrigonavirgo (Butler) 

2ざ2-'?,9. IX. 1998; ld", 7. V. 1999; 1紅!?, 6. VII. 2000; 1 ,<?, 1. IX. 2000. 

フトカギバガ亜科 Oretinae 

2. スカシカギバ Macrauzatamaxima Inoue 

1 d", 2. V田.1999 (久居）．

シャクガ科 Geometridae 

フユシャク亜科 Alsophilinae 

1 . ク―口プンフユシャク lnuroismembranaガa(Christoph) 

40', 18. IL 1999; 20ざ2~ , 10. IL 2000. 

フユシャク亜科の 2種は， どちらも落葉樹の多い区域で非常に多く見られた．

2. ウスバフユシャク lnuroisfletcheガInoue

130'1牟， 21.I. 1999; 2ざ， 18.II. 1999; 80'1早， 10.II. 2000. 

アオシャク亜科 Geometrinae 

3. ウスキヒメアオンヤク fodisurosticta Prout 

2年， 11.VI. 1999; 1早，6.VII. 2000. 

4. キバラヒメアオシャク Hemitheaaestivaガa(HUbner) 

l早， 16.VII. 1 999. 

ンヤク Hemitheatntonana (Walker) 5. ヘリグロヒメアオ ‘

1 d"', 11. VI. 1999. 

! Chlor1ssa amph1tntaガa(Oberthur) 6. ¥ラアカアオシャク

l~.7.V.1999. 
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7. ホソバハラアカアオシャク Chlorissaanadema (Prout) 

1-'?-, 6. VII. 2000. 

8. ナミスジコアオンャク ・- ldiochlora ussuriana (Bremer) 

1夕1-'?-, 9. IX. 1998; 1 -'?-, 6. VII. 2000. 

ヒメシャク亜科 Sterrhinae 

9. コベニスジヒメシャク Timandracomptaria Walker 

lふ 18.X. 2000. 

ースジヒメシャク Timandraapicirosea (Prout) 10. フトベ―

l牟， 6.VII. 2000. 

11. ウスキクロテンヒメシャク Scopula ignobilis (Warren) 

1-'?-, 28. V. 1999. 

12. オオウスモンキヒメ シャク Idaeaimbecilla Inoue 

1 -'?-, 16. VII. 1999; 1 -'?-, 9. IX. 1999. 

13. ミジンキヒメシャク Idaeatrisetata (Prout) 

1-'?-, 12. VIIl. 1999; 1-'?-, 9. IX. 1999. 

14. サクライキヒメシャク ldaea sakurau (Inoue) 

1 -'?-, 9. IX. 1998; 1況 28.V. 1999; 1 o'1 -'?-, 16. VII. 1999. 

ミ、 Larentnnaeナ‘ンャク亜科

15. フトジマナミシャク Xanthorhoesaturata (Guenee) 

1 o'1-'?-, 7. V. 1999; lex., 6. VII. 2000 (篠永）．

16. フタ トビスジナミシャク Xanthorhoehortensiana (Graeser) 

1ざ， 11.VI. 1999. 

1 7. オオネグロウスベニナミシャク Photoscotosialuc1colens (Bremer) 

l況 18.X. 2000. 

18. セスジナミシャク Evecliptoperadecurrens (Moore) 

lo', 26. V. 2000; 1-'?-, 6. VII. 2000; lo', 6. VII. 2000. 

19. オオハガタナミシャク Ecliptoperaumbrosaria (Motschulsky) 

lざl早， 7.V. 1999. 

20. ホソスジナミシャク Microlygガscomplicata (Butler) 

1 o'1 -'?-, 11. VI. 1999. 

21. シロシタト ビイロナミシャク Heterotherapostalbida (Wileman) 

lo', 7. V. 1999. 

22. ムスジシロナミシャク Asthenanymphaeata (Staudinger) 

1 o', 7. V. 1999. 

23. キムジシロナミシャク Asthenacorculina Butler 

1 -'?-, 9. IX. 1998. 

24. ウスカバナミシャク Eupitheciaproterva Butler 

1-'?-, 13. N. 2000. 
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25. トシマカバナ‘‘ミンヤク Eupitheciatoshtmai Inoue 

2 !j'.. 7. V. 1999; 1ざ4-'?-,18. X. 2000. 

暖地性の種であるが最近関東地方からの記録が増加している。都区内では皇居の記録がある。

26. アザミカバナミシャク Eupitheciavirgaureata Doubleday 

1ざ， 9.IX. 1998. 

27. ケブカチビナ‘‘ミンヤク Gymnosceltsesakii Inoue 

2 !?-, 16. VII. 1999. 

28.'ノトシロオビナミシャク Chloroclystis excisa (Butler) 

lざ.6. VII. 2000. 

エダシャク亜科 Ennominae 

29. ヒメマダラエダ ン`ヤク Abraxasniphonibia Wehrli 

1夕， 7.V. 1999. 

30. バラ シロエダシャク lomographatemerata (Denis et Schiffermuller) 

lo', 12. V皿 1999.

31. アトグロアミメエダシャク Cabera gnseoltmbata (Oberthur) 

lo'. 7. V. 1999. 

32. ウスアオエダシャク Parabapta clartssa (B叫 er)

1ざ2-'?-,7. V. 1999; 1ざ， 6.VII. 2000. 

33. フタスジオエダ‘ンヤク Rhynchobaptacervinana (Moore) 

l早， 28.V. 1999. 

34. モ‘オビオエダ ン`ヤク Plesiomorphapunct1lzneana (Leech) 

l !?-• 28. V. 1999. 

35. クロハグルマエダシャク Synegia esther Butler 

1 !?-. 7. V. 1999; 2 !?-• 6. VII. 2000. 

36. シロズエダシャク Ecpeteliaalbi/rontaria (Leech) 

2ざ1.'f.. 7. V. 1999. 

37. トビカギバエダシャク Luxiariaamasa (Butler) 

1ざ， 28.V. 1999. 

38. シロジマエダシャク Euryobeidialanguidata (Walker) 

3ざ3.'f..28. V. 1999; 1ざ1!?-. 6. VII. 2000. 

局地的で個体数の少ない種といわれてきたが，園内では多数個体が観察された。同様の傾向は皇居

でも見られており，個体群変動と，植生など環境の変遷との関係が注目される。

39. チャノウンモンエダシャク Jankowskia fuse aria (Leech) 

1 !?-• 9. IX. 1998. 

40. ルリモ‘エダシャク Cleora znsolita (Butler) 

lざ， 28.V. 1999. 

41. ナカウスエダシャク Alcisangulifera (Butler) 

4ざ， 28.V. 1999; 1ざ， 6.VII. 2000. 
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42. オオトビスジエダシャク Ectropisexcellens (Butler) 

lざ，6.VII. 2000 (篠永）．

43. ウスグロナミエダシャク Phanerothyns smearia (Guenee) 

4ざl牟,7. V. 1999; 1ざ2!?-.28. V. 1999; 1ざ， 6.VII. 2000; 1 !?-, 6. VII. 2000 (篠永）．

ゞ ヽ44. ヒロバフユエタンヤク Larerannismiracula (Prout) 

40', 18. II. 1999; 1ざ， 2.III. 1999 (矢野）； 2d"'l!?-, 10.II.2000: 1ざ， 22.II. 2000 (矢野）．

45. シロフフユエダシャク Agriopisdira (Butler) 

1 o', 10. II. 2000. 

46. キオビゴマダラエダシャク Ristonpanterinana (Bremer et Grey) 

l !?-, 5. VII. 1998 (桑原）．

、ャ Nothomtzaformosa (B叫 er)47. マエキ トビエダン ク

1 !?-. 7. V. 1999; 1牟.28. V. 1999; 1早， 9.IX. 1999. 

48. エグリヅマエダシャク Odontoperaarida (Butler) 

4ざ，7.V. 1999; 1ざ， 26.V. 2000; 1 o', 6. VII. 2000. 
さ、

49. モンシロツマキリエタンヤク Xerodesalbonotana (Bremer) 

1 !?-, 6. ¥!JI. 2000 (篠永）．
ゞヽ

50. モミジツマキリエタンヤク Endropiodesindictinarta (Bremer) 

1 .<?-. 13. N. 2000: 2ex .. 6. VII. 2000 (篠永）．

51. ツッジツマキリ エダシャク Endropiodescircumflexus Inoue 

lざ.28. V. 1999. 

52. ナカキエダシャク Plagodisdolabraria (Linnaeus) 

l早， 28.V. 1999. 

53. ウスキツバメエダシャク Ourapteryxnivea Butler 

10'2!?-,28.V.1999; 1ざ， 18.X. 2000. 

カイコガ科 Bombycidae 

1 . クワコ Bombyxmandarina (Moore) 

1 ~ . 28. V. 1999. 

スズメガ科 Sohingidae 

スズメガ亜科 Sphinginae 

1 . モンホソバスズメ Ambulyxschauffelbergeri Bremer et Grey 

1 !jl., 7. V. 1999. 

ホウジャク亜科 Macroglossinae 

2. ホシホウジャク Macroglossumpyrrhosticta Butler 

lei', 9. IX. 1999; 1'f-, 18. X. 2000. 

3. コスズメ Theretra1aponica (Boisduval) 

1 !jl., 12. Vlll. 1999; 1 !jl., 9. IX. 1999. 
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シャチホコガ科 Notodontidae 

1. ツマキシャチホコ Phaleraassimilis (Bremer et Grey) 

lざ， 12.V田.1999. 

2. キシャチホコ Torigeastraminea (Moore) 

1-9-, 7. V. 1999. 

ドクガ科 Lymantriidae 

1 . ヒメシロモンドクガ Orgyiathyellina Butler 

lo',9.IX.1998; lo',8.X.1998; 1ざ，12.VIIl. 1999; 2ざ， 9.IX. 1999; 1 o', 1. IX. 2000. 

2. ウチジロマイマイ Parocneriafurva (Leech) 

1-'f, 28. V. 1999. 

3. キアシドクガ !velaauripes (Butler) 

lo'l'f, 22. V. 2001 (矢野）．

晴天の昼に，多数が樹幹部を飛翔するのが観察された。この記録は調査期間中のものではないが，

この機会に記録しておく。

4. モンシロドクガ Sphrageidussimilis (Fuessly) 

lざ，9.IX. 1999. 

5. ゴマフリド クガ Euproctispulverea (Leech) 

5exs., 6. VII. 2000 (篠永）．

6. チャドクガ Euproctispseudoconspersa (Strand) 

6 .'f, 6. VII. 2000; 1 o', 18. X. 2000. 

ヒトリガ科 Arctiidae 

コケガ亜科 Lithosiinae 

1. キシタホソバ Eilemaaegrota (Butler) 

1'f, 9. IX. 1998. 

2. ヤネホソバ Eilemafuscodorsalis (Matsumura) 

1'f, 9. IX. 1999. 

3. ハガタキコケガ Miltochristacalamina Butler 

1'f, 6. VII. 2000 (篠永）．

4. スジベニコケガ Miltochガstastriata (Bremer et Grey) 

1ざ，9.IX. 1999. 

ヒトリガ亜科 Arctiinae 

5. スジモンヒトリ Spilarctiaseガatopunctata(Motschulsky) 

2早， 7.V. 1999; 1況 1.IX. 2000. 

6. キハラゴマダラヒトリ Spilosomalubricipeda (Linnaeus) 

1'f, 6. VII. 2000. 
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コプガ科 Nolidae 

1 . ヨシノ コブガ Rhynchopalpusmelancholica (Wileman et West) 

1 ~. 28. V. 1999. 

ヤガ科 Noctuidae 

ケンモンヤガ亜科 Acronictinae 

1 . シマケンモン Craniophorafasciata (Moore) 

1 Of, 7. V. 1999. 

モンヤガ亜科 Noctuinae 

2. タマナヤガ Agrotisipsilon (Hufnagel) 

lざ， 9.IX. 1999; 1牟， 6.VII. 2000 (篠永）．

3. カプラヤガ Agrotissegetum (Denis et Schiffermuller) 

l況 9.IX. 1998; 1ざ，13.IV. 2000. 

4 クロクモヤガ Hermonassa cec1lza Butler 

15?, 28. V. 1999; 28", 18. X. 2000. 

5. コウスチャヤガ Diarsiadeparca (Butler) 
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ld"',8.X.1998; 28",7.V.1999; 15?,28.V.1999; 1ざ， 13.IV. 2000; 1 d"', 6. VII. 2000 (篠永）；

1況 18.X. 2000. 

6 オオバコヤガ Diarsza canescens (Butler) 

2早， 7.V. 1999. 

ヨト ウガ亜科 Hadeninae 

7. ノヒラキヨトゥ Mythimnaobsoleta (Hubner) 

l況 9.IX. 1998. 

8. クサシロキヨトゥ Mythimnaloreyi (Dupcnchel) 

1 d"', 6. VII. 2000. 

9. ナカス ジキヨトゥ Mythimnaflammea (Curtis) 

15?. 9. IX. 1998; 

セダカモクメ亜科 Cuculiinae 

10. キバラモクメキリガ Xylenaformosa(Butler) 

1 d"'1 5?, 18. II. 1999; 1 d"', 12. III. 2000; 1 Of, 13. IV. 2000. 

11. ヨスジノ コメキリガ Eupsiliaquadrilinea (Leech) 

lざ， 10.IL 2000; 1 d"', 12. III. 2000. 

12. カシワオビキリガ Conistraardescens (Butler) 

1 d"', 18. II. 1999. 

13. ナワキリガ Conistranawae Matsumura 

25?, 17. XII. 1998; 2ざ15?. 12. III. 2000. 

14. チャマダラキリガ Rhynchaglaeascitula (Butler) 

1 d"'. 12. III. 2000. 
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カラスヨトウ亜科 Amphipyrinae 

15. テンオビヨトウ Antapamea conciliata (Butler) 

3イ， 11.VI. 1999. 

16. テンオビヨトゥ Sesamiaturpis (Butler) 

lざ， em.1 7. VI. 2000, exショウブ Acoruscalamus, Araceae. 

幼虫はサトイモ科のショウプの根ぎわに食入しており，糞を外に排出 していた。本種の食草ははじ

めて報告される。

1 7. キスジウスキヨトウ Archanara sparganu (Esper) 

3早， 6.VII. 2000. 

18. ハスモンヨトゥ Spodopteralitura (Fabricius) 

lざ， 18.X. 2000. 

19. スジキリヨトゥ Spodopteradepravata (Butler) 

l早， 9.IX. 1998; 2 o'. 9. IX. 1999. 

20. ヒメサビスジョトウ Athetisstellata (Moore) 

1-'?-,9.IX.1998; 1年， 7.V. 1999; 1ざ， 28.V. 1999; lo', 1. IX. 2000. 

21. ナンカイカラスヨトウ Amphipyrahoriei Owada 

1 o', 18. X. 2000. 

22. シマキリガ Cosmiaachatina Butler 

lざ， 6.VII. 2000 (篠永）．

23. チャオビヨトゥ Niphonyxsegregata (Butler) 

1-'?-, 9. IX. 1998; 1-'?-, 9. IX. 1999; lo', 6. VII. 2000 (篠永）； 1牟， 1.IX. 2000. 

24. フタテンヒメヨトゥ Hadjinabiguttula (Motschulsky) 

l早， 16.VII. 1999; 1早，6.VII. 2000. 

25. コガタツマキリヨトゥ Callopistriapulchrilinea (Walker) 

lざ， 18.X. 2000. 

フサヤガ亜科 Euteliinae 

26. フサヤガ Euteliageyeri (Felder et Rogenhofer) 

1 -'?-, 6. VII. 2000. 

キノカワガ亜科 Sarrothripinae 

27. ネスジキノカワガ Characomarujicirra (Hampson) 

1牟， 28.V. 1999. 

リンガ亜科 Chloephorinae 

28. アカマエアオリ' ,, ／力 Eariaspudzcana Staudinger 

1夕， 1.IX. 2000. 

29. クロオビリンガ Gelastoceraexusta Butler 

1 o', 28. V. 1999. 

30. カマフリンガ Macrochthoniafervens Butler 

l早，9.IX. 1998. 
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コヤガ亜科 Acontiinae 

31. シマフ コヤガ Corgathanitens (Butler) 

1 .'f., 6. VII. 2000. 

32. モモイロシマコヤガ Corgathacostimacula (Staudinger) 

2ざ， 9.IX. 1998. 

33. ヒメネジロコヤガ Maliatthasignifera (Walker) 

1 rJ", 1. IX. 2000. 

34. シロヒシモンコヤガ Micardiaargentata Butler 

1 rJ" 1 .'f., 7. V. 1999. 

35. フタホシコヤガ Micardiapulchra Butler 

2ざ， 7.V. 1999. 

36. ニセシロフコヤガ Sugiaerastroides (Draudt) 

2況 7.V. 1999; 1イ， 26.V. 2000. 

キンウワバ亜科 Plusiinae 

37. キクキンウワバ Thysanoplusiaintermixta (Warren) 

1 .'f., 6. VII. 2000 (篠永）．

38. エゾギクキンウワバ Ctenoplusiaalbostriata (Bremer et Grey) 

-273-

認 1.'f.. 9. IX. 1998; 1 .'f., 16. VII. 1999; 1 .'f., 12. VIII. 1999; 2 r:?'l .'f., 9. IX. 1999: 1 .'f.. l. IX. 

2000; 2r:?', 18. X. 2000. 

39. ミツモンキンウワバ Ctenoplusiaagnata (Staudinger) 

1ざ， 7.V. 1999; 1 .'f.. 9. IX. 1999: lざ，6.VII. 2000; 2ざ.18. X. 2000. 

40. ニシキキンウワバ Ctenoplusiaichinosei (Dufay) 

lex., 6. VII. 2000 (篠永）．

41. イチジクキンウワバ Chrysodeixiseriosoma (Doubleday) 

1 rJ" 1 .'f., 9. IX. 1998; 1 ci" 1 .'f.. 8. X. 1 998: 1牟， 12.VIII. 1999: 1 .'f., 18. X. 2000. 

シタバガ亜科 Catocalinae 

42. ホソオビアシブトクチバ Dysgoniaarctotaenia (Guenee) 

l早， 1.IX. 2000. 

43. オオウンモンクチバ Mocisundata (Fabricius) 

2.'f.. 8. X. 1998. 

44. ウンモンクチバ Mocisannetta (Butler) 

1 .'f., 28. V. 1999. 

クチパ亜科 Ophiderinae 

45. モクメクチパ Perinaeniaaccipiter (Felder et Rogenhofer) 

lざ， 6.VII. 2000. 

46. ハイイロオオエグリバ Calyptraalbivirgata (Hampson) 

lr:?', 16. VII. 1999. 

47. アカエグリバ Oraesiaexcavata (Butler) 
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1'f, 12. VIII. 1999. 

48. アケビコノハ Adristyrannus (Guenee) 

1'f, 6. VII. 2000. 

49. アカテンクチパ Erygiaapicalis Guenee 

1ざ，7.V. 1999. 

50. コウ ンモンクチバ Blasticorhinusussuガensis(Bremer) 

1 o'1'f, 6. VII. 2000 (篠永）．

51. ナカジロシタバ Aedialeucomelas (Linnaeus) 

l早， 9.IX. 1999. 

52. リンゴツマキリアツバ Pangraptaobscurata (Butler) 

l牟， 9.IX. 1999. 

53. ナンキシマアツバ Hep . atica nakatanii Sugi 

lo', 7. V. 1999. 

54. スジモンアツバ Microxylaconfusa (Wileman) 

3o'l'f, 28. V. 1999; lo', 16. VII. 1999; lo', 26. V. 2000; lex., 6. VII. 2000 (篠永）．

55. フタキボシアツバ Gynaephilamaculifera Staudinger 

2ざ1牟，28.V. 1999. 

56. クロスジヒメアツバ Schrankiacostaestrigalis (Stephens) 

lo', 8. X. 1999; 1ざ， 18.X. 2000. 

57. チビアツバ Luceriajletcheri Inoue 

1'f, 9. IX. 1998. 

アツバ亜科 Hypeninae 

58. キシタアッパ Hypenaclaripennis (Butler) 

l'f, 9. IX. 1999. 

59. タイワンキシタアツバ Hypena伍'gonalis(Guenee) 

1 o', 9. IX. 1998. 

60. ナミテンアツバ Hypenastrigatus (Fabricius) 

1'f, 7. V. 1999. 

61. アオアツバ Hypenasubcyanea Butler 

l丞 18.X. 2000. 

62. ヤマガタアツバ Bomolochastygiana (Butler) 

2'f, 28. V. 1999. 

クルマアツバ亜科 Herminiinae 

63. フジロアツバ Adrapsanotigera (Butler) 

lざ，6.VII. 2000. 

64. ソトウスグロアツバ Hydrillodeslentalis Guenee 

4ざ1'f,9. IX. 1998; 1 o', 28. V. 1999; l'f, 9. IX. 1999; 4d"'2'f, 6. VII. 2000; 2 o'2'f, 18. X. 2000. 

65. オオアカマエアツバ Simplicianiphona (Butler) 
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lex., 6. VII. 2000 (篠永）．

65. クロスジアツバ Herminiagrisealis (Denis et Schiffermi.i.ller) 

1 i, 9. IX. 1998; 1 i, 6. VII. 2000. 

66 オオシラナミアツバ Hipoepafractalis(Guenee) 

l早， 9.IX. 1999; 2況 6.VII. 2000; 2exs., 6. VII. 2000 (篠永）．

3. 考察
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21回の採集調査と，その後の飼育から， 一部で未同定種を含むが，合計で37科316種の蛾を自然教

育園内で確認することができた。

今回の調査結果は， 1980年代からの都区内の調査報告で，大田区， 目黒区，北区，板橋区，杉並区

などから記録された種数をはるかに上回っている（岸田 1984;東京都目黒区土木公園緑地課編，

1984; 北区役所建設環境部屎境保全課編，1988;山本， 1986;東京都杉並区環境保全課編， 1993;

田中， 1997)。また，都区内における一地域の調査には，北区王子周辺 (228種，1985-1989), 世

田谷区成城 (349種， 1981-1982)および新宿区戸山2丁目 (176種， 1990-1991) の記録があるが

（田中， 1990; 1996), 今回の確認種数はこれらと比べても遜色ない。自然教育園の蛾類相は，都区内

において有数の豊富さを保っているといえよう。

一方，平成 8年度から 4年間おこなわれた皇居の調査では501種が確認されている。本調査で記録し

た約1.6倍のこの種類数は，延べ60回の調査で累積されたものである．昆虫類の調査は，調査日ごとの

誤差が大きく，また季節変動も著しいため，調査回数が結果の種類数に大きく影響する。 したがって，

自然教育園の蛾類相が皇居に比べてとくに劣っているといるとはいえない。 しかしながら，現在の自

然教育園は照葉樹が優占した暗い極相林的な林が大半を占めており ，哀境の単純化が進行しているも

のと考えられる。

(1) 蛾類相の変遷

戦後すぐに出された自然教育園の昆虫目録では330種が記録されているので（文部省国立自然教育園

編 1952), 当時と比べると現在の蛾相が貧弱になっていることは疑いないし．構成種もかなり変化し

ている。当時の採集方法がどのようなものであったか記録は残っていないが，春田俊郎氏（故人）が，

屋上で電灯を点けてよく採集をし，蛾がたくさん飛来したという思い出を語っていたことを記憶して

いる。また，入間市の井上寛博士によると，春田氏は1年ほど継続して自然教育園で採集していた，と

いう。その当時は周囲も暗かったであろうし，簡単な装置でも採集が十分可能だったのであろう。国

立自然教育園基礎資料第1号のまえがきでは，昭和24(1949)年，同園の発足と同時に調査は開始され，

それから2年以上の調査の蓄積があったとされる。調査の担当者として数名の昆虫学者の名前が記され

ているが，蛾類の採集をこれだけの精度をも って行えるのは春田氏のほかには考えられないので，お

そらく春田氏の採集品を主要な資料として， 1952年の報告が作成されたものと考えられる。標本の同

定は北隆館の日本昆虫図鑑の蛾類を担当した河田党博士による。

1952年に記録された330種の学名と和名は現在ではかなり変更されており，実体を把握できなか

ったものも少しあったまた，現在の知見からは分布しえない種が記録されているが，なんという種

の誤同定なのか推定できないものもあった。そういう問題が残されているが， 1952年の記録と，今回
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の自然教育園の調査結果を科別に対照させ. 2000年に公表した皇居の結果（大和田ほか.2000) とと

も比較したのが表 1である。それぞれの区に共通する種数はカ ッコ内に示されている。皇居で採集さ

れている種数が自然教育園1952と2000にくらべて1.5倍か ら1.6倍多いことを考慮にいれても．現在の

自然教育園の蛾類相は. 1952年当時のものより．現在の皇居の蛾類相に近いことが明瞭に読み取れる。

小蛾類は採集や標本製作および同定が大蛾類にくらべて大変困難である。以前は小蛾類の研究者も少

なく．分類学的研究も不十分であった。今回の調査や．皇居の調査では有田と神保によって．昼から夜

間に綿密に成虫を採集するとともに，幼虫を採集して，飼育して成虫を出し， 一部の種の同定は専門の

研究者に依頼している。例えばハマキガ科の種数を見ると． 自然教育園1952が9種．自然教育園2000

が51種皇居2000では75種が記録されていることでも. 1950年代には小蛾類はほとんど同定できな

かったことがわかる。ニジュウシトリバガ科までの小蛾類の小計も．自然教育園1952が圧倒的に少な

く31種自然教育園2000が116種皇居2000が185種である。これらの小蛾類を除きメイガ類を含

めた大蛾類だけで蛾類相を比較すると． 自然教育園1952が299種， 自然教育園2000が200種．皇居

2000が316種となり．自然教育園の50年前と現在の差がますます大きくなる．しかし．共通する種数

を見ると自然教育園2000と自然教育園1952との間では70種自然教育園2000と皇居2000との間は約

2倍の139種であった。現在の自然教育園の蛾類相が，皇居のものにより近いという ことは変わらない。

(2) 都市化によって衰退した蛾類

現在の自然教育園の種数が1952年当時の種数の半分以下になった科は，マダラガ科，スカシバガ科，

マドガ科，カギバガ科，ツバメガ科，カレハガ科，ヤママユガ科，スズメガ科， シャチホコガ科， ヒ

トリガ科の10科であった。とくに注目されるのはカギバガ科の11種から 2種へ，カレハガ科の 7種

から 0種へ，ヤママユガ科の 6種から 0種へ，シャチホコガ科の14種から 2種へである。これ らの科

は， 皇居においても衰退が著しい．また，スズメガ科の18種から 3種へも注目されるが，皇居では10

種が採集されている。スズメガ類はおもに灯火採集で得られる。自然教育園は皇居に比較して狭く，

周囲の高層建築のビルなどの照明の影響が強く現れるものと考えられるので，その影響がでているの

かもしれない。それに，採集に用いる光源が皇居の場合は100Wの水銀灯 5個で， 自然教育園での調査

では 2個しか使用していない。

表 1. 自然教育園1952(INST1952), 自然教育園2000(INST2000)および皇居2000(IPT2000)に

おける科別採集種数と各区の共通種数

(A) : INSTl 952とINST2000の共通種数

(B) : INST2000とIPT2000の共通種数

(C) : IPT2000とINST1952の共通種数

Table 1. Number of collected species in each family on the researches at the Institute for 

Nature Study, Tokyo, in 1952 (INSTl 952), in 2000 (INST2000), and at the Imperial Place, 

Tokyo (IPT2000). 

(A) : Number of common species between INSTl 952 and INST2000. 

(B): Number of common species between INST2000 and IPT2000. 

(C): Number of common species between IPT2000 and INST1952. 
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表 1. 自然教育園 1952, 自然教育園2000および皇居2000における科別採集種数と各区の共通種数

Family 

Hepialidae 

Nepticulidae 

Adelidae 

Tischeriidae 

Psychidae 

Tineidae 

Lyonetiidae 

Gracillariidae 

Phyllocnistidae 

Acrolepiidae 

Yponomeutidae 

Glyphipterigidae 

Zygaenidae 

Limacodidae 

Sesiidae 

Choreutidae 

Oecophoridae 

Stathmopodidae 

Batrachedridae 

Xyloryctidae 

Elachistidae 

Coleophoridae 

Blastobasidae 

Cosmopterigidae 

Lecithoceridae 

Gelechiidae 

Tortricidae 

Alucitidae 

Carposinidae 

Subtotal 

Thyrididae 

Crambidae 

Pyralidae 

Pterophoridae 

Drepanidae 

Geometridae 

Uraniidae 

Lasiocampidae 

Saturniidae 

Bombycidae 

Sphingidae 

Notodontidae 

Lymantriidae 

Arctiidae 

Nolidae 

Noctuidae 
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5
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0
0
.
-
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0
0
 2
 0

0

0

0

 3

0

4

2

5

0

3

 0

0

0

0

0

0

0

0

 2

9

 0

0

 

T
 s

 
z
 

ー (A) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(2) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(1) 

(5) 

(0) 

(0) 

(12) 

(0) 

(11) 

(2) 

(0) 

(2) 

(18) 

(0) 

(0) 

(0) 

(1) 

(2) 

(2) 

(5) 

(5) 

(0) 

(22) 

(70) 

(82) 

INST2000 (B) 

(1) 

(2) 

(1) 

(1) 

(1) 

(2) 

(0) 

(1) 

(0) 

(2) 

(2) 

(3) 

(0) 

(2) 

(2) 

(1) 

(3) 

(0) 

(1) 

(0) 

(1) 

(1) 

(0) 

(1) 

(3) 

(8) 

(28) 

(0) 

(0) 

(67) 

(0) 

(31) 

(11) 

(1) 

(2) 

(35) 

(0) 

(0) 

(0) 

(1) 

(2) 

(0) 

(3) 

(2) 

(1) 

(50) 

(139) 

(206) 

IPT2000 

Total 

Subtotal 

総計

コウモリガ科

モグリチビガ科

ヒゲナガガ科

ムモンハモグリガ科

ミノガ科

ヒロズコガ科

ハモグリガ科

ホソガ科

コハモグリガ科

アトヒゲコガ科

スガ科

ホソハマキモドキガ科

マダラガ科

イラガ科

スカシバガ科

ハマキモドキガ科

マルハキバガ科

ニセマイコガ科

ホソキバガ科

ヒロバキバガ科

クサモグリガ科

ッツミノガ科

ネマルハキパガ科

カザリバガ科

ヒゲナガキバガ科

キバガ科

ハマキガ科

ニジュウシトリバガ科

シンクイガ科

小計

マドガ科

ットガ科

シマメイガ科

トリバガ科

カギバガ科

シャクガ科

ッパメガ科

カレハガ科

ヤママユガ科

カイコガ科

スズメガ科

シャチホコガ科

ドクガ科

ヒトリガ科

コプガ科

ヤガ科

小計

1

2

3

0

2

1

2

1

7

6

1

8

4

0

3

1

8
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3
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1
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0
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0

2

3
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2
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3
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1

6

1

0

6

2

2
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0

0
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4

4
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0
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 0
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4

3

3

6

6

 

8

4

2

4

1

3

1
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1

3

501 

(C) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(1) 

(0) 

(2) 

(0) 

(2) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(0) 

(1) 

(8) 

(0) 

(0) 

{17) 

(0) 

(12) 

(2) 

(1) 

(2) 

(22) 

(0) 

(0) 

(1) 

(0) 

(8) 

(1) 

(2) 

(3) 

(0) 

(53) 

(107) 

(124) 



-278- 自然教育園報告第33号， 2001

このような蛾穎の衰退は，周囲の都市化によ って，東京都の中心部にある自然教育園の環境が悪化

したことが主な要因と考えられる。排気ガスによる大気の汚染，地下水の枯渇やヒートアイランド化

による乾燥街灯や高層ビルの照明等による夜間照度の変化などがあげられる。都市の中で孤立した

森となり，周囲からの蛾類の侵入が容易には行われなくなったこと，烏や寄生蜂などの天敵が集中し

たことも，大きな要因であろう。しかし，自然教育園の森そのものの変化も考慮すべきである。 1952

年当時の森の状況がどのようなものであったか，当時の植物目録を見ても判断できないが，もっと明

るい林であった， とは昔を知る緒先輩方の一致した意見である。

皇居において，ヒトリガ科のコケガ亜科が消滅していることが指摘された（大和田ほか， 2000)。一

方自然教育園においては 4種が採集されている。しかし，それら 4種とも 1個体しか採集されてお

らずコケガ亜科が都市部において，何らかの理由で激減しているという事実は疑いないであろう。

(3)現在の自然教育園の蛾類相

自然教育園の蛾類相の特徴として．湿生植物と．その周辺に生える植物に依存する種が多く産する

ことが挙げられる。特に湿性環境に依存する種には，ッ トガ科のシロットガ，ヤガ科のノヒラキヨト

ウ．ナカスジキヨトウ．キスジウスキヨトウなどがある。その周辺には，ットガ科のニカメイガ， ヒ

メマダラミズメイガ，クサシロキヨトウ，キシタアツバなどが見られ，乾いた草地を好むツトガ科の

ットガ類ノメイガ類シャクガ科のヒメシャク類なども見られる。ヤガ科のキヨトウ属 Mythimna

は．皇居では 7種が採集されているが， 自然教育園で採集された種のうちノヒラキヨトウとナカスジ

キヨトウは記録されていない。今回の調査で，広翅目の水生昆虫，ヤマ トクロ スジヘビトンボ

Parachauliodes japonicusを2000年 7月6日に採集しているが， この種も皇居では採集されていない。

自然教育園のひょうたん池から水生植物園の水辺環境は，東京都区内の中心部にあって．皇居の内濠

とともに貴重なものである。

自然教育園の森は遷移が進み．暗い極相林的な照葉樹が大半を占めている。常緑広葉樹につく種で

はモチノキにつくシャクガ科のシロジマエダシャクのように産出量が非常に豊富な種も見られる上に．

最近東京都区内から記録されはじめた暖地性の種も少なからず見られた。

一方落葉広葉樹林に依存する種は皇居にくらべ減少傾向にある。たとえば，冬期の糖蜜採集の結

果からは，秋から春に出現するヤガ科のキリガ類で確認されたのは 5種で，皇居の20種にくらべ，か

なり少なかった。キリガ類の幼虫は落葉広葉樹につくものが多いが，常緑広葉樹や針葉樹につく種も

少なくない。皇居では．常緑広葉樹林に多いものが 5種（クロテンキリガ，チャマダラキリガ．クロ

チャマダラキリガ．スギタニモンキリガ，ナワキリガ），落葉樹林に多いものが 8種（カパキリガ，ホ

ソバキリガ，クロミミキリガ．チャイロキリガ， ミツボシキリガ，カシワオビキリガ，イチゴキリガ，

ノコメトガリキリガ），両方の樹林に多いものが 7種（クロスジキリガ，スモモキリガ．キバラモクメ

キリガ．ヨスジノコメキリガ．キマエキリガ，ホシオビキリガ，ウスキトガリキリガ）であった。自

然教育園で採集されたキリガ類は、常緑広葉樹林に多いチャマダラキリガとナワキリガ．両方の樹林

にいるキバラモクメキリガとヨスジノコメキリガのほか，落葉広葉樹林に生息する種はカシワオビキ

リガ 1種のみであった。この落葉広葉樹林性キリガ類の確認種数の差は，サンプリングの多寡．誤差

を考慮に入れても，皇居にくらべ，自然教育園の環境の多様性．とくに落葉広葉樹林の多様性が低下

していることを示すものと考えられる。
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樹林の一部の林床はササ類で匹われているため， これを反映してササにつく種が多 く見られた。例

としては，ホソハマキモドキ類カザリバガ類クサモグリガ類，キシャチホコ，ニセシロフコヤガ

などがあげられる。広葉樹につく種の多いシャチホコガのほとんどが衰退したにもかかわらず．ササ

につくキシャチホコは残っている。

(4)注目すべき種

都区内では激減した湿性環境の残存種としては．ヤガ科のノヒ ラキヨトウ．ナカスジキヨトウ，キ

スジウスキヨトウ，キシタアツバがあげ られる。これらの種は皇居では確認されていない。

また． これまで東海地方から伊豆半島あたりまでしか分布していなかった暖温帯系の蛾の一部が．

東京都区内に侵入していることが明らかになっているが． 自然教育園でも，ハマキガ科のビロードハ

マキ． クロシオハマキ．ヤマモモヒメ ハマキ． シャクガ科のト シマカバナ ミシャク．ヤガ科のコガタ

ツマキリヨトウ ，ナンキシマアツバなどが確認された。 これらの種はすべて皇居でも採集されている。

なお，皇居のコガタツマキリヨトウは調査報告書の出版後，継続モニタリング調査において2000年に

採集された（未発表）。シャクガ科のシロジマエダシャクは局所的な種だが， 自然教育園では優占種と

なっており注目される。 この傾向は皇居でも見られる。

このほか，東京都区内では稀少と考え られる種については，スカシパガ科の シタキモモブトスカシ

バ．モモプトスカシバ．ハマキガ科のオオナミモンマダラハマキ．ットガ科のスジボソヤマメイガ，

ハイイロエグリットガ，シャクガ科のルリモンエダシャク．キオビゴマダラエダシャク．カイコガ科

のクワ コ．スズメガ科のモンホソバスズメ，シャチホコガ科のツマキシャ チホコ．キシャチホコ．ャ

ガ科のナワキリガ．ナンカイカラスヨトウなどが挙げられる。
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Summary 

Three hundred and sixteen species of moths in 37 families were collected in the garden of 

the Institute for Nature Study, Tokyo (INST) in 1998-2000. All the collection data are given 

in the list. 

About 50 years ago, 330 moths in 25 families were recorded from the same garden 

(National Institute for Nature Study, ed .. 1952). On the other hand. 501 species in 42 families 

of moths were recorded from the Imperial Palace, Tokyo (IPT) ca. 6 km NNE of INST, by a 

research from 1996 to 2000 (Owada et al., 2000). The present moth fauna of INST2000 is 

poorer than that of INST1952 and more similar to that of IPT2000 (Table 1). In those days of 

the l 950's, "micro-moths" were not so well studied in Japan. that the poorness of the moth 

fauna of INST2000 is emphasized in "macro-moths" excepting "micro-moths". It is worth 

noting that the macro-moth fauna of INST2000 is also more similar to that of IPT2000 than 

to that of INSTl 952. 

Number of species in moth families decreased to less than a half in 10 families during this 

half century in INST, that is, Zygaenidae, Sesiidae. Thyrididae, Drepanidae, Uraniidae, 

Lasiocampidae, Saturniidae, Sphingidae. Notodontidae and Arctiidae. Extinction of such larger 

moths as Drepanidae from 11 species to 2. Lasiocampidae from 7 to 0, Saturniidae from 6 to 0, 

Notodontidae from 14 to 2 is serious. It is doubtless that the extinction of these moths is 

caused by the aggravation of urban environment, viz., air pollution, brightness at night by the 

illuminations of high buildings and street mercury lamps, dried condition in the Tokyo city 

area, isolation of the garden of INST by urban buildings, etc. In addition to these, it should be 

stressed that succession of the forest of INST has advanced to the final phase, or a forest of 

evergreen broad-leaved trees. and that a dark condition under the forest may be the cause of 

decline of biodiversity. 




